きたい、 としても、 それらの つづいて おこって 来て は 

いても バ ラバ ラ している 印象 を 片端から 書きし るして 

行った だけで は、 やつ ぱり 第三者にまで 感銘 を 実感と 

して 伝える こと は 出来ないでしょう。 自分と しても ど 

ぅもぴ つ たり 来る ように 書け ない と 失望し がちです。 

よむ 人に 納得され、 共感され る 一 つの 世界と して 作品 

を 存在させる ために は、 ここに 一人の A なら A という 

人が 日本の 勤労 人民、 および 召集され た 兵士と して 経 

てきた 生活 経験の 末に めぐりあ つてい る ソヴェ ト 社会 

の 捕虜 生活と いう、 客観的な 条件が 先ず はっきり つか 

まれる 必要が あるでしょう。 つづいて そこから 生まれ 



そのいき さつ や、 情景に ついて みじかい ル ポルタ— 

ジュを 書いて 『新 日本文学』 へお 送り 下さい。 創作 コ 

ンク— ルが 行われたり したの は、 いずれ 戸外 労作の 少 

ぃシべ リアの 冬の 季節の ことで したろう。 そのころ、 

あなた の ラ— ゲリ では 音楽 グ ル ー プは、 どんな こと を 

していた でしよう。 演劇 グル— プ はあった でしよう か _ 

ァ クチ ー ブの 人た ち は 創作 コンク— ル などに どのよう 

に 活動した でしよう。 わたしたちに は 興味の ふかい、 

知りたい 情景で ぁリ、 内容です。 

附記。 増 田さん の 手紙に は 個人的に 返事 を かき まし 
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